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平成２０年第４回大仙市議会定例会会議録第４号

平成２０年１２月２２日（月曜日）

議 事 日 程 第 ４ 号

平成２０年１２月２２日（月曜日）午前１０時開議

第 １ 議案第２１７号 大仙市と仙北郡美郷町との境界変更について

（総務委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ２ 議案第２１８号 字の区域の変更について

（総務委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ３ 議案第２０８号 大仙市移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例の一部を

改正する条例の制定について

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ４ 議案第２１５号 大仙市健康文化活動拠点センター「ペアーレ大仙」条例の制

定について （企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ５ 議案第２１６号 大仙市市民活動支援センター条例の制定について

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第２１９号 八乙女温泉さくら荘の指定管理者の指定について

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第２２１号 西仙北ぬく森温泉ユメリアの指定管理者の指定について

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第２２２号 大仙市協和農林水産物直売・食材供給施設及び大仙市協和遺

跡・陶芸の里交流施設の指定管理者の指定について

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第２０９号 大仙市立保育所設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第２１３号 大仙市軽費老人ホーム設置条例を廃止する条例の制定につい

て （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）
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第１１ 議案第２１４号 大仙市特別養護老人ホーム設置条例等の一部を改正する条例

の制定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第２２０号 鞠子苑の指定管理者の指定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１３ 議案第２２４号 大仙市八乙女交流センターの指定管理者の指定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１４ 議案第２２５号 大仙市立協和公民館淀川分館の指定管理者の指定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１５ 議案第２２６号 大仙市営八乙女球場及び大仙市八乙女運動公園テニスコート

の指定管理者の指定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１６ 議案第２２７号 大仙市協和淀川農林漁業者トレーニングセンターの指定管理

者の指定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１７ 議案第２２８号 平成２０年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別

会計への繰入額の変更について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１８ 議案第２１０号 大仙市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第１９ 議案第２１１号 大仙市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例の制定に

ついて （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第２０ 議案第２１２号 大仙市簡易水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第２１ 議案第２２３号 米ヶ森公園の指定管理者の指定について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第２２ 議案第２２９号 平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）

（各常任委員長報告・質疑・討論・表決）



- 191 -

第２３ 議案第２４５号 平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１１号）

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第２４ 議案第２４２号 平成２０年度大仙市峰吉川財産区特別会計補正予算（第１

号） （総務委員長報告・質疑・討論・表決）

第２５ 議案第２３０号 平成２０年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号） （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第２６ 議案第２３１号 平成２０年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第２７ 議案第２３３号 平成２０年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第２

号） （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第２８ 議案第２３８号 平成２０年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別

会計補正予算（第１号）

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第２９ 議案第２３９号 平成２０年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別

会計補正予算（第１号）

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３０ 議案第２４０号 平成２０年度大仙市老人デイサービス事業特別会計補正予算

（第１号） （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３１ 議案第２４１号 平成２０年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第１

号） （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３２ 議案第２４３号 平成２０年度市立大曲病院事業会計補正予算（第１号）

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３３ 議案第２３２号 平成２０年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第

２号） （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第３４ 議案第２３４号 平成２０年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号） （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第３５ 議案第２３５号 平成２０年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号） （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）
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第３６ 議案第２３６号 平成２０年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第２号）

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第３７ 議案第２３７号 平成２０年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号） （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第３８ 議案第２４４号 平成２０年度大仙市上水道事業会計補正予算（第２号）

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第３９ 陳情第 ８９号 法務局の増員に関することについて

（総務委員長報告・質疑・討論・表決）

第４０ 請願第 ２０号 燃料、肥料、飼料、農業資材等の価格高騰に対する緊急対策

を求めることについて

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第４１ 陳情第 ８２号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める

ことについて （企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第４２ 陳情第 ８３号 地方消費者行政の抜本的拡充及び法制度の整備等を求めるこ

とについて （企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第４３ 陳情第 ８５号 労働者派遣法の改善を求めることについて

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第４４ 陳情第 ８４号 大仙市営仙北スキー場運営継続について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第４５ 陳情第 ８６号 介護保険制度の抜本的改善を求めることについて

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第４６ 陳情第 ８７号 医師・看護師不足を解消し、安心して地域医療を進めること

について （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第４７ 陳情第 ８８号 特別支援教育支援員の配置に関することについて

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第４８ 意見書案第６０号 道路整備予算の確保等を求める意見書

（説明・質疑・討論・表決）

第４９ 意見書案第６１号 法務局の増員を求める意見書

（説明・質疑・討論・表決）
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第５０ 意見書案第６２号 地方消費者行政の抜本的拡充及び法制度の整備等を求める

意見書 （説明・質疑・討論・表決）

第５１ 意見書案第６３号 労働者派遣法の改善を求める意見書

（説明・質疑・討論・表決）

第５２ 意見書案第６４号 介護保険制度の抜本的改善を求める意見書

（説明・質疑・討論・表決）

第５３ 意見書案第６５号 医師・看護師不足の解消を求める意見書

（説明・質疑・討論・表決）

第５４ 意見書案第６６号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求め

る意見書 （説明・質疑・討論・表決）

第５５ 閉会中の各委員会の継続審査及び所管事務調査について

出席議員（２８人）

２番 佐 藤 文 子 ３番 小 山 誠 治 ４番 佐 藤 隆 盛

５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子 ７番 佐々木 昌 志

８番 高 橋 敏 英 ９番 １０番 千 葉 健

１１番 渡 邊 秀 俊 １２番 金 谷 道 男 １３番 斉 藤 博 幸

１４番 佐々木 洋 一 １５番 武 田 隆 １６番 藤 田 君 雄

１７番 菊 地 幸 悦 １８番 佐 藤 芳 雄 １９番 大 野 忠 夫

２０番 大 山 利 吉 ２１番 高 橋 幸 晴 ２２番 本 間 輝 男

２３番 門 脇 一 男 ２４番 橋 本 五 郎 ２５番 橋 村 誠

２６番 佐 藤 孝 次 ２７番 鎌 田 正 ２８番 北 村 稔

２９番 竹 原 弘 治 ３０番 児 玉 裕 一

欠席議員（１人）

１番 大 坂 義 德

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 山王丸 愛 子 教 育 長 三 浦 憲 一
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代 表 監 査 委 員 田 牧 貞 夫 総 務 部 長 老 松 博 行

企 画 部 長 小 松 辰 巳 市 民 生 活 部 長 元 吉 峯 夫

健 康 福 祉 部 長 岡 晴 隆 農 林 商 工 部 長 藤 原 薫

建 設 部 長 中 嶋 喜代博 病 院 事 務 長 冨 岡 曉 雄

水 道 局 長 藤 田 良 雄 教 育 次 長 相 馬 義 雄

教 育 次 長 藤 原 保 子 総 務 課 長 進 藤 雅 彦

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 参 事 高 橋 薫

副 主 幹 伊 藤 雅 裕 副 主 幹 加 藤 博 勝

主 任 菅 原 直 久

午前１０時００分

○副議長（佐々木昌志君） おはようございます。

会議に先立ちまして、市長から発言の申し出がありますので、これを許します。栗林

市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 皆さん、おはようございます。

本会議前のお時間をお借りいたしまして、市の緊急経済対策についてご報告申し上げ

ます。

アメリカの住宅バブルの崩壊に端を発した金融危機が瞬く間に製造業など実体経済に

深刻な影響を及ぼし、世界同時不況の感を呈しており、地域経済にも看過できない影響

が及んでおります。

このため、市といたしましてもできる限りの対策を講じる必要があることから、去る

１２月１５日に私を本部長とする庁内組織である大仙市経済雇用生活緊急対策本部を設

置したところであります。

また、設置と同時に国及び県をはじめとする各方面の動向の調査や市の実体経済の動

向調査とともに、各部局の対策案の取りまとめを早急に行うよう指示したところであり

ます。

対応可能なものにつきましては、すぐにでも実施するほか、年明けには市全体の対策

案をまとめ、１月中旬を目途に議会に報告するとともに、関係予算の補正を議会に上程
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したいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

以上です。

午前１０時０１分 開 議

○副議長（佐々木昌志君） これより本日の会議を開きます。

○副議長（佐々木昌志君） 本日の会議は、議事日程第４号をもって進めます。

○副議長（佐々木昌志君） 日程第１、議案第２１７号及び日程第２、議案第２１８号の

２件を一括して議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。総務常任委員長２９番竹原弘治君。はい、

２９番。

○総務常任委員長（竹原弘治君）【登壇】 おはようございます。

本会議第３日に当委員会に審査付託となりました事件について、去る１２月１６日に

関係職員の出席を求め委員会を開催し、慎重審査いたしましたので、その経過及び結果

についてご報告いたします。

議案第２１７号「大仙市と仙北郡美郷町との境界変更について」及び議案第２１８号

「字の区域の変更について」の２件につきましては、当局からの議案内容説明に対し、

格別なる質疑、討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本２件は原案のと

おり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２１７号及び議案第２１８号の２件を一括して採決いたします。本２

件に対する委員長報告は原案可決であります。本２件は、委員長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決

されました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第３、議案第２０８号から日程第８、議案第

２２２号までの６件を一括して議題といたします。

本６件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長３０番児玉裕一君。は

い、３０番。

○企画産業常任委員長（児玉裕一君）【登壇】 ご報告いたします。

今次定例会本会議第３日に当委員会に審査付託となりました事件につき、去る１２月

１６日に委員会を開催しましたが、議案第２１５号及び議案第２１６号の２件につきま

しては、審査を保留して当局に資料を求め、１９日に委員会を開催し、慎重に審査いた

しましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

最初に、議案第２０８号「大仙市移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例の一部

を改正する条例の制定について」及び議案第２２２号「大仙市協和農林水産物直売・食

材供給施設及び大仙市協和遺跡・陶芸の里交流施設の指定管理者の指定について」につ

きましては、格別なる質疑、討論もなく、採決の結果、本２案は出席委員の一致をもち

まして、原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第２１５号「大仙市健康文化活動拠点センター「ペアーレ大仙」条例の制

定について」につきましては、委員から、「ペアーレは取得する時点で近隣の公共施設

をどうするのか行程表の提出を前提に取得したと考えている。再度行程についてはっき

りと示してほしい」との要望に対し、当局より、「（仮称）ペアーレ大仙」の運営と近

隣の公共施設について資料が提出され、その中で「大曲公民館は平成２１年度から職員

を引き揚げ、貸し館を主体とした運営とし、管理は嘱託等で対応していく」との説明が

ありました。さらに「ペアーレ大仙は４月１日から指定管理で運営することとなるが、

市の職員は配置しないということか」との質問に対し、「本施設には市民活動支援セン

ターを設置する予定であり、ここには職員を配置する予定であるが、ペアーレ大仙には

配置しない」との答弁がありました。

また、「今後、この景気の状況の中で高い受講料をいただいて事業を行うことは、経

営に関して非常に危惧するところである。経営が悪化した場合は市に負担がかかること

になると思われるが、そういう面においても将来までの大仙市全体を見据えての物事を
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計画していくことを肝に銘じていただきたい」との意見がありました。

討論はなく、採決の結果、本案は出席委員の一致をもちまして、原案のとおり可決す

べきものと決しました。

次に、議案第２１６号「大仙市市民活動支援センター条例の制定について」につきま

しては、委員から「ＮＰＯ・ボランティアを育成・支援することは大事だと思われるが、

ペアーレ大仙に支援センター機構をつくる理由は何か」との質問があり、「講座の受講

生を確保のため、同じ施設内にＮＰＯ・ボランティアの活動ができる拠点的な施設を持

つことで相乗効果を図ることができる」との答弁がありました。

さらに、「ＮＰＯ・ボランティアを支援する場所であれば、既存の組織の中でもさら

に強化・育成できるのではないか」との質問に対し、「中心市街地活性化を取り戻すと

いう観点から、ボランティアをサポートすることで人の出入りが多くなり、ペアーレ大

仙の利用の拡大にもつながると思われる」との答弁がありました。

また、「今まで委員会において市の公共施設等（女性センター）について議論してき

たが、その中身についてはほとんど反映されていないように思われる。縦割り行政でな

く、横の連絡を密にし、協議を重ねて意見集約した計画について、明確に、できるだけ

早く提出するべきである」との意見がありました。

討論はなく、採決の結果、本案は出席委員の一致をもちまして、原案のとおり可決す

べきものと決しました。

次に、議案第２１９号「八乙女温泉さくら荘の指定管理者の指定について」につきま

しては、八乙女温泉さくら荘の指定管理料についての質問があり、「指定管理料は２１

年度分で５３９万１千円である」との答弁がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本案は原案のとおり可決す

べきものと決しました。

次に、議案第２２１号「西仙北ぬく森温泉ユメリアの指定管理者の指定について」に

つきましては、委員から「今後ユメリアは指定管理団体と契約することとなるが、現在

ユメリアに勤務している従業員等の処遇はどのようになるか」との質問があり、「基本

的に現在勤務している従業員は優先的に雇用されることとなる」との答弁がありました。

さらに、「西仙北インター株式会社でインターチェンジに勤務している従業員は、平

成２２年のスマートインター化後どのようになるか」との質問があり、「現在、ネクス

コ東日本と平成２２年４月からのスマートインター化ということで協議中であり、イン
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ターチェンジに勤務している従業員の処遇には万全を尽くしたい」との答弁がありまし

た。

討論はなく、採決の結果、本案は出席委員の一致をもちまして、原案のとおり可決す

べきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２０８号、議案第２１５号、議案第２１６号、議案第２１９号、議案

第２２１号及び議案第２２２号の６件を一括して採決いたします。本６件に対する委員

長報告は原案可決であります。本６件は、委員長報告のとおり決することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本６件は、原案のとおり可決

されました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第９、議案第２０９号から日程第１７、議案第

２２８号までの９件を一括して議題といたします。

本９件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長１１番渡邊秀俊君。は

い、１１番。

○教育民生常任委員長（渡邊秀俊君）【登壇】 報告いたします。

本会議第３日において当常任委員会に審査付託となりました事件につき、去る１２月

１６日に常任委員会を開催し慎重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご

報告いたします。

議案第２０９号「大仙市立保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について」か

ら議案第２２０号「鞠子苑の指定管理者の指定について」までの４議案につきましては、

当局からの内容説明を了とし、採決の結果、出席委員の一致をもって、本４議案は原案

のとおり可決すべきものと決した次第であります。
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次に、議案第２２４号「大仙市八乙女交流センターの指定管理者の指定について」及

び議案第２２６号「大仙市営八乙女球場及び大仙市八乙女運動公園テニスコートの指定

管理者の指定について」の２議案につきましては、関連があるため一括審査いたしまし

た。

当局からの内容説明に対し、質疑において、地元住民の雇用についての質問があり、

当局からは「指定管理に当たって地元からの雇用を会社側に申し入れた経緯はあるが、

会社経営ということで金額面で折り合いがつかなかったため、雇用に関しては会社に一

任することとした」との答弁がありました。

そのほか２、３の質疑等がありましたが、いずれも当局説明を了とし、採決の結果、

出席委員の一致をもって、本２議案は原案のとおり可決すべきものと決した次第であり

ます。

次に、議案第２２５号「大仙市立協和公民館淀川分館の指定管理者の指定について」

及び議案第２２７号「大仙市協和淀川農林漁業者トレーニングセンターの指定管理者の

指定について」の２議案につきましては、関連があるため一括審査いたしました。

当局からの内容説明に対し、質疑において、淀川分館の位置づけについての質問があ

り、当局からは「淀川分館は公民館機能のほかに地域の集落会館的な役割も担っている

施設である」との答弁がありました。

そのほか２、３の質疑等がありましたが、いずれも当局説明を了とし、採決の結果、

出席委員の一致をもって、本２議案は原案のとおり可決すべきものと決した次第であり

ます。

なお、審査において「指定管理することに対しての異存はないが、地域の集会所的な

施設については、将来的には地元への払い下げなども考えていくべき時期であり、財政

支援をしなくても自立してやっていけるよう市としても指導していくべきである」との

意見が出されましたことを申し添えます。

次に、議案第２２８号「平成２０年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別

会計への繰入額の変更について」につきましては、当局からの内容説明を了とし、採決

の結果、出席委員の一致をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決した次第で

あります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり
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ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありますので発言を許します。２番佐藤文子

君。はい、２番。

○２番（佐藤文子君）【登壇】 私は、議案第２２５号、大仙市立協和公民館淀川分館の

指定管理者の指定について、反対討論を行います。

広域合併をした大仙市において、活気ある地域づくりのためには公民館分館活動の充

実が重要であることは誰しも異論のないところであります。淀川地区は上淀川の一部と

中淀川、下淀川及び小種地区の面積約３６．１ｋ㎡、世帯数５８７世帯、人口

１，８１５人の大きな地区であります。淀川分館の充実が地域づくりのかぎを握ると

言っても過言ではありません。

公民館分館は、申すまでもなく地域住民の教養と文化、健康と福祉向上の活動拠点と

して市が設置し、各種講座や講習会、展示会、スポーツやレクリエーションなどを行う

こと、より多くの地域住民の利用や参加を図ること、そのために各種団体や機関との連

絡を図り、施設設備・環境を整えることなど、これら一連の事業を市が責任を持って行

うべき教育施設であります。したがって、公民館活動の充実のためには、いわゆる事業

活動の充実と施設設備の充実の管理を一体として進めなければならないのであって、本

条例案に示されたような施設設備管理責任及び業務を分割して指定管理者に行わせよう

とするのは正しくありません。

また、公民館の行う事業を各地区に具体化する上で重要なことは、計画・立案の段階

から住民の参画をどう実現するかが肝心であります。住民と協働で計画、実践してこそ、

住民の主体的な参加や多くの利用が図られるのであって、これによって公民活動の充実

につながるというものであります。したがって、施設設備管理業務は地域住民に行って

もらい、事業計画は市が行うというのでは、どなたか言っていた地域のリーダーの育成

や地域住民の計画、実践力の向上、さらには自主管理能力の醸成につながるものではあ

りません。

さらに、指定管理者制度は市みずから管理するよりも、指定管理者に管理させる方が

施設の設置目的が効果的に達成し得る場合に導入できるのであります。その点で公民館

はすべての住民を対象とした社会教育施設であり、公民館機能を十分発揮させ、地域の
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中で公民館活動が充実し、もってその設置目的が達成し得る管理ノウハウは、誰よりも

一番に教育委員会が持ち合わせているのではないでしょうか。したがって、公民館管理

は指定管理者制度にはなじまないものと私は考えます。

以上、公民館分館活動に教育行政が責任を持たなければならないという立場から本条

例案に反対するものであります。

以上で討論を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ほかに討論の通告がありませんので、これにて討論を終結い

たします。

これより、ただいま議題となっております案件中、議案第２０９号、議案第２１３号、

議案第２１４号、議案第２２０号、議案第２２４号及び議案第２２６号から議案第

２２８号までの８件について一括して採決いたします。本８件に対する委員長報告は原

案可決であります。本８件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本８件は、原案のとおり可決

されました。

次に、ただいま議題となっております案件中、議案第２２５号を採決いたします。こ

の採決は起立により行います。本件に対する委員長報告は原案可決であります。本件は、

委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○副議長（佐々木昌志君） 起立多数であります。よって本件は、原案のとおり可決され

ました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１８、議案第２１０号から日程第２１、議案第

２２３号までの４件を一括して議題といたします。

本４件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長１９番大野忠夫君。は

い、１９番。

○建設水道常任委員長（大野忠夫君）【登壇】 ご報告いたします。

今期定例会本会議第３日に当委員会に審査付託となりました事件につき、去る１２月

１６日に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、

その経過及び結果についてご報告いたします。
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はじめに、議案第２１０号「大仙市営住宅条例の一部を改正する条例の制定につい

て」及び議案第２１１号「大仙市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」の２件につきましては、当局からの内容説明に対し、格別なる質疑、討論もな

く、採決の結果、出席委員の一致をもって、本２件は原案のとおり可決すべきものと決

した次第であります。

次に、議案第２１２号「大仙市簡易水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」につきましては、当局からの内容説明に対し、質疑において、「今

後の各地域における簡易水道料金はどのような体制になるのか」との質疑があり、「現

在進めている料金改定作業の中でいろいろ試算しているが、数字的には申し上げる段階

ではない。大沢郷地区の水道事業経営変更認定時に一般会計からの繰入金なしで採算を

取る場合の水道料金は、現行で１，３５０円のところが約６，０００円必要と試算され

ている。今後の改定料金については、地域の状況等を勘案しながら、一般会計からの繰

入金がなるべく少なくなるよう設定したい」との答弁がありました。

さらに委員からは「大沢郷地区の配水管ルートについて部分的に遠回りになっている

と思われるところがあり、事業費が嵩むことによって水道料金にも反映されることとな

るので、工夫して事業費の圧縮を図れなかったのか」との質疑には、「既設の杉山田地

区簡易水道の配水管に連結される必要があるなどルート設定は適切だと考えている。事

業費については消火栓の見直しにより配水管の口径を細くし、また、路面復旧費を安く

するため道路路肩部に埋設するなどで節減に努めた」との答弁がありました。

その他には質疑、討論もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案の

とおり可決すべきものと決した次第であります。

次に、議案第２２３号「米ヶ森公園の指定管理者の指定について」につきましては、

当局からの内容説明に対し、質疑において「市の管理から指定管理者の管理に変更され

ることによって、維持管理費はどのくらい削減されるのか」との質疑があり、「これま

では年間基準費用額が３１４万円であり、今後の指定管理料は平成２１年度２８０万円、

２２年度は２７０万円、２３年度は２７０万円であり、指定管理者へ移行することによ

り年間３４万円から４４万円が縮減される予定である」と答弁がありました。

そのほかには質疑、討論もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案

のとおり可決すべきものと決した次第であります。

報告を終わります。
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○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２１０号から議案第２１２号及び議案第２２３号の４件を一括して採

決いたします。本４件に対する委員長報告は原案可決であります。本４件は、委員長報

告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本４件は、原案のとおり可決

されました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第２２、議案第２２９号を議題といたします。

本件に関し、各委員長の報告を求めます。はじめに総務常任委員長２９番竹原弘治君。

はい、２９番。

○総務常任委員長（竹原弘治君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第２２９号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）」について、当

委員会に審査付託となりました所管する歳入歳出予算につきましては、当局からの補正

予算の内容説明に対し、収納に関して職員の特殊勤務手当についての質問があり、当局

からは「収納事務については一日２００円、差し押さえをした場合は一日７００円」と

の答弁がありました。

また、「税務収納推進課だけでなく、支所も含め全職員で収納に努めるべきで、職員

のやる気を出させるためにも収納に関する手当については、もう少し手厚くすべきでは

ないか」との意見については「手当の関係も含めて収納率向上対策について、いろいろ

な方策について検討させていただきたい」との答弁がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべき

ものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

次に、企画産業常任委員長３０番児玉裕一君。はい、３０番。

○企画産業常任委員長（児玉裕一君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第２２９号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）」のうち、当委

員会に審査付託となりました所管の歳入歳出予算につきましては、委員より、農地・水

・環境保全向上対策事業費について、「水質マップを作成するということだが、市内の

何地点について検査するのか。また、完成時にはすべての組織に配布になるのか」との

質問があり、「２年間にわたり１２３組織のｐＨ、浮遊物、塩化物イオン等を調査した

結果について、まとめてマップを作成する。また、各地区の土壌の形質・性質もマップ

に入れ、今年度中に完成させる予定である。完成後は、すべての組織に配布する予定で

ある」との答弁がありました。

討論はなく、採決の結果、本案は原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

次に、教育民生常任委員長１１番渡邊秀俊君。１１番。

○教育民生常任委員長（渡邊秀俊君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第２２９号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）」のうち、当委

員会に審査付託となりました所管する予算につきましては、当局からの補正内容の説明

を了とし、採決の結果、出席委員の一致をもって、本案は原案のとおり可決すべきもの

と決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

次に、建設水道常任委員長１９番大野忠夫君。はい、１９番。
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○建設水道常任委員長（大野忠夫君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第２２９号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）」のうち、当委

員会に審査付託となりました所管する予算につきましては、当局からの補正予算の内容

説明に対し、質疑において、道路新設改良費において移転工事の年度内完了が困難と

なった移転補償交渉のこれまでの経過と今後の対応についての質疑があり、「用地交渉

における説明会は、当初の説明会、２回の全体会、そして個別説明会と承諾を得た形で

進んだが、用地測量の杭を打って現地に入ってから、地権者から反対側に寄ってもらい

たい等の話があり、道路幅員が確保できないことから、道路の反対側の地権者との交渉

も必要になり、工期の関係もあることから予算の組み替えをお願いするものであり、来

年度は粘り強く交渉を重ね、現在の設計で工事が施工できるよう努力したい」と答弁が

ありました。

その他には質疑、討論もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案の

とおり可決すべきものと決した次第であります。

報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２２９号を原案について採決いたします。本件に対する各委員長報告

は原案可決であります。本件は、各委員長報告のとおり決することにご異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決さ

れました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第２３、議案第２４５号を議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長３０番児玉裕一君。はい、

３０番。

○企画産業常任委員長（児玉裕一君）【登壇】 ご報告いたします。
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議案第２４５号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１１号）」につきまして

は、委員より、「この強い農業づくり交付金事業は市から勧めたものか、それとも組合

側から打診があったものか」との質問があり、「この事業については総合支所、ＪＡ等

を通してＰＲ活動を行い、１０件の申請があったが、補助対象の条件もあり、角間川の

門目協業生産組合１件が採択になった」との答弁がありました。

さらに「市として必要な事業と考えるならば、対応額をつけるなどもっと支援しても

よいのではないか」との質問に対し、「補助金を１０％嵩上げする大仙市農業経営近代

化施設整備費の補助制度があるが、今回は該当にならない。今回の国の緊急事業では、

機械施設が該当になったものであり、市の助成対象とはならない」との答弁がありまし

た。

また、「緊急的な事業は、農家や組合等に的確に情報を提供してほしい」との要望が

ありました。

討論はなく、採決の結果、本案は出席委員の一致をもちまして、原案のとおり可決す

べきものと決しました。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２４５号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であ

ります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決さ

れました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第２４、議案第２４２号を議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。総務常任委員長２９番竹原弘治君。はい、

２９番。

○総務常任委員長（竹原弘治君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第２４２号「平成２０年度大仙市峰吉川財産区特別会計補正予算（第１号）」に
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つきましては、当局からの補正予算の内容説明に対し、格別なる質疑、討論はなく、採

決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第

であります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２４２号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であ

ります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決さ

れました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第２５、議案第２３０号から日程第３２、議案第

２４３号までの８件を一括して議題といたします。

本８件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長１１番渡邊秀俊君。は

い、１１番。

○教育民生常任委員長（渡邊秀俊君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第２３０号「平成２０年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）」から議案第２４１号「平成２０年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第１

号）」までの７議案につきましては、当局からの補正予算の説明を了とし、採決の結果、

出席委員の一致をもって、本７議案は原案のとおり可決すべきものと決した次第であり

ます。

次に、議案第２４３号「平成２０年度市立大曲病院事業会計補正予算（第１号）」に

つきましては、当局からの補正内容の説明に対し、質疑において「市立大曲病院でも

ジェネリック医薬品は使用されているか」との質問があり、当局からは「内科的な症状

に対しての使用はあるが、精神科的症状に対しては、ごく一部の使用にとどめられてい

る。精神科では薬の歴史が浅いことや副作用の面からも慎重に対応する必要があり、安



- 208 -

い方、安い方へと医薬品を切り替えていくのは非常に危険が伴うというドクターの考え

のもとに医薬品を使用している」との答弁がありました。

採決の結果、出席委員の一致をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決した

次第であります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２３０号、議案第２３１号、議案第２３３号、議案第２３８号から議

案第２４１号及び議案第２４３号の８件を一括して採決いたします。本８件に対する委

員長報告は原案可決であります。本８件は、委員長報告のとおり決することにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本８件は、原案のとおり可決

されました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第３３、議案第２３２号から日程第３８、議案第

２４４号までの６件を一括して議題といたします。

本６件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長１９番大野忠夫君。は

い、１９番。

○建設水道常任委員長（大野忠夫治君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第２３２号「平成２０年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２

号）」につきましては、当局からの補正予算の内容説明に対し、格別なる質疑、討論も

なく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべきものと決

した次第であります。

次に、議案第２３４号「平成２０年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）」につきましては、当局からの補正予算の内容説明に対し、質疑において「強首地

区簡易水道の経営体育成基盤整備事業に伴う水道管移設工事費委託金として秋田県から
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２１４万７千円が雑入で入るようだが、これに伴う工事は２７３万円を市が支出してい

る。その差額は市の持ち出しになるのか」との質疑に対し、「配水管等の移設補償の場

合、現在の管が新しくなるので耐用年数及び経過年数を勘案し、消耗分を控除して補償

枠が算定されることから差額は市の支出になる」と答弁されました。

これに対し委員からは、「基盤整備事業としての都合で移設工事を求められたのであ

れば、基盤整備事業の支出になるのでないのか」との質疑では、「経営基盤整備事業等

の国庫補助事業における公共補償は、減耗分を控除する補償基準となっており、これま

でも会計検査等で指摘されている事項である」との答弁でした。

その他には質疑、討論もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本案は原案の

とおり可決すべきものと決した次第であります。

次に、議案第２３５号「平成２０年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）」から議案第２４４号「平成２０年度大仙市上水道事業会計補正予算（第２号）」

までの４件につきましては、当局からの補正予算の内容説明に対し、格別なる質疑、討

論もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本４件は原案のとおり可決すべきも

のと決した次第であります。

報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより議案第２３２号、議案第２３４号から議案第２３７号及び議案第２４４号の

６件を一括して採決いたします。本６件に対する委員長報告は原案可決であります。本

６件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本６件は、原案のとおり可決

されました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第３９、陳情第８９号を議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。総務常任委員長２９番竹原弘治君。はい、



- 210 -

２９番。

○総務常任委員長（竹原弘治君）【登壇】 陳情第８９号「法務局の増員に関することに

ついて」、慎重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

法務局では会社法の施行や筆界特定制度の創設などで業務量が増えていること。また、

実際にほ場整備などにかかわる登記事務が数年かかる状態にあること。並びに国会でも

２９年間にわたり全会一致で請願が採択されていることから、採択すべきとの意見があ

り、採決の結果、本件を採択とすることに賛成する委員の多数により、本件は採択すべ

きものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより陳情第８９号を採決いたします。本件に対する委員長報告は採択であります。

本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、採択することに決し

ました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第４０、請願第２０号から日程第４３、陳情第

８５号までの４件を一括して議題といたします。

本４件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長３０番児玉裕一君。は

い、３０番。

○企画産業常任委員長（児玉裕一君）【登壇】 ご報告いたします。

請願第２０号「燃料、肥料、飼料、農業資材等の価格高騰に対する緊急対策を求める

ことについて」につきましては、請願の趣旨を了とし、採決の結果、賛成多数をもちま

して、趣旨採択すべきものと決しました。
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次に、陳情第８２号「「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求めるこ

とについて」、陳情第８３号「地方消費者行政の抜本的拡充及び法制度の整備等を求め

ることについて」及び陳情第８５号「労働者派遣法の改善を求めることについて」の３

件につきましては、当局から参考意見を求め、慎重審査した結果、陳情者の願意を妥当

と認め、国会及び関係省庁に意見書を提出すべく、出席委員の一致をもちまして採択す

べきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより、ただいま議題となっております案件中、請願第２０号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は趣旨採択であります。本件は、委員長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、趣旨採択とすること

に決しました。

次に、ただいま議題となっております案件中、陳情第８２号、陳情第８３号及び陳情

第８５号の３件について一括して採決いたします。本３件に対する委員長報告は採択で

あります。本３件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本３件は、採択することに決

しました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第４４、陳情第８４号から日程第４７、陳情第

８８号までの４件を一括して議題といたします。

本４件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長１１番渡邊秀俊君。は
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い、１１番。

○教育民生常任委員長（渡邊秀俊君）【登壇】 ご報告いたします。

当常任委員会に審査付託となりました陳情第８４号「大仙市営仙北スキー場運営継続

について」につきましては、審査において、「笹倉スキー場、西仙北スキー場と合わせ

て平成２２年度の営業をもって廃止する計画はあるが、一律の尺度で考えずに、それぞ

れの施設の実情を踏まえて検討すべきであり、年間２，０００人を超える住民が利用し

ているスポーツ施設でもあるため、採択すべきである」との意見がありました。

また、「平成２２年度までは運営することになっているので、早急に結論を出さずに

スキー場の実態や利用状況等を調査した上で判断する必要がある」として、継続審査を

求める意見も出されました。

採決の結果、出席委員の賛成多数をもって、本件は継続審査とすべきものと決した次

第であります。

次に、陳情第８６号「介護保険制度の抜本的改善を求めることについて」、陳情第

８７号「医師、看護師不足を解消し、安心して地域医療を進めることについて」及び陳

情第８８号「特別支援教育支援員の配置に関することについて」の３件につきましては、

当局からの参考意見を求め、慎重審査いたしました結果、いずれも陳情者の願意を妥当

と認め、出席委員の一致をもって、本３件は採択すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○副議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより、ただいま議題となっております案件中、陳情第８６号から陳情第８８号ま

での３件について一括して採決いたします。本３件に対する委員長報告は採択でありま

す。本３件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本３件は、採択することに決
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しました。

次に、ただいま議題となっております案件中、陳情第８４号についてお諮りいたしま

す。本件については、ただいまの委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とす

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、委員長からの申し出

のとおり、閉会中の継続審査とすることに決しました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第４８、意見書案第６０号から日程第５４、意見

書案第６６号までの７件を一括して議題といたします。

意見書案第６１号は総務常任委員長から、意見書案第６２号、意見書案第６３号及び

意見書案第６６号の３件は企画産業常任委員長から、意見書案第６４号及び意見書案第

６５号の２件は教育民生常任委員長から、意見書案第６０号は建設水道常任委員長から

それぞれ提出されております。

お諮りいたします。意見書案第６０号から意見書案第６６号までの７件については、

会議規則第３７条第３項の規定により、提案理由の説明を省略いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本７件については、提案理由

の説明は省略することに決しました。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております本７件については、会議規則第３７条第２項の規定に

より、委員会に付託はいたしません。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより意見書案第６０号から意見書案第６６号までの７件を一括して採決いたしま

す。本７件は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本７件は、原案のとおり可決

されました。

お諮りいたします。ただいま意見書案第６０号から意見書案第６６号までの７件が議

決されましたが、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものにつきましては、

その整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字、その他

の整理は、議長に委任することに決しました。

○副議長（佐々木昌志君） 次に、日程第５５、閉会中の各委員会の継続審査及び所管事

務調査についてを議題といたします。

各委員長から、お手元に配付のとおり、会議規則第９７条、同１０３条の規定により、

継続審査及び所管事務調査について申し出があります。各委員長からの申し出のとおり、

閉会中の継続審査及び所管事務調査とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって各委員会の継続審査及び所管

事務調査は、閉会中の継続審査及び所管事務調査とすることに決しました。

○副議長（佐々木昌志君） 以上で本定例会の日程は、全部終了いたしました。

これにて平成２０年第４回大仙市議会定例会を閉会いたします。

ご苦労様でございました。

午前１１時０５分 閉 会



- 215 -

地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

平成 年 月 日

大仙市議会副議長

議 員

議 員

議 員
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